
被災者生活再建支援制度の経緯と考え方

阪神・淡路大震災＝自助・共助の限界の認識
・収入、資産の不足により、事前の保険加入・耐震化や
事後の生活再建を行えない人々が多数存在
・義援金も阪神・淡路クラスでは１戸あたり数１０万円程度
が限界

H11 被災者生活再建支援制度の創設
（生活必需品等１００万円）

H16 被災者生活再建支援制度の拡充
（居住安定支援制度２００万円）

被災者に対する必要最小限の
公助（セーフティネット）の必要性
←社会の安定・コミュニティの維持

・市民立法運動
・知事会要望
・国会における超党派の
議論

制度の見直しなどの
総合的な検討の要請

被災者生活再建支援制度について

　資料２－４



被災者生活再建支援制度の概要

１．被災者生活再建支援法に該当する自然災害

２．対象世帯

３．支給限度額及び対象経費

７５万円３７．５万円１１２.５万円単数

複数

単数

複数

世帯人数

１５０万円

２２５万円

３００万円

支給限度額

１００万円５０万円
・世帯主が４５歳以上で

５００万円＜年収≦７００万円
・世帯主が６０歳以上又は要援護世帯で

５００万円＜年収≦８００万円

１５０万円７５万円

２００万円１００万円
年収≦５００万円

⑤～⑧①～④世帯主の年収、年齢等

⑤ 民間賃貸住宅の家賃・仮住まいのための経費
（５０万円が限度）

⑥ 住宅の解体（除却）・撤去・整地費
⑦ 住宅の建設、購入のための借入金等の利息
⑧ ローン保証料その他住宅の建替等に係る諸経費
※大規模半壊世帯は⑤～⑧のみ対象（１００万円が限度。
補修のための借入金等の利息を含む）
※長期避難解除世帯は特例として更に①、③の経費につ
いて支給限度額の範囲内で７０万円を限度に支給
※他の都道府県に移転する場合は⑤～⑧それぞれの支給
限度額の１／２４．補助金の交付

被災者生活再建支援法人が支給する支援金（※）の１／２に相当する額を国が補助
（※）都道府県が相互扶助の観点から拠出した基金を活用

１０世帯以上の
住宅全壊被害が
発生した市町村

１００世帯以上の
住宅全壊被害が
発生した都道府県

支援法の対象となる
自然災害の発生

災害の発生

施行令第１条第２号 施行令第１条第３号 施行令第１条第４号

災害救助法施行令
第１条第１項第１号
又は第２号に該当
する自然災害が発
生した市町村

施行令第１条第１号

５世帯以上の住宅
全壊被害が発生し、
１号から３号区域に
隣接する市町村
（人口１０万人未満
に限る）

① 生活に必要な物品の購入費又は
修理費

② 自然災害により負傷し、又は疾病
にかかった者の医療費

③ 住居移転費又は交通費
④ 住宅を賃借する場合の礼金

上記の自然災害により
①住宅が「全壊」又は「半壊しやむなく解体」した世帯
②火砕流等により長期間避難を余儀なくされた世帯
③住宅が半壊し、大規模な補修をしなければ居住が困難な世帯 （大規模半壊世帯）

①～④①～④ ⑤～⑧⑤～⑧

支給限度額まで概算払い（前払い）可



被災者生活再建支援制度の拡充等の経緯

１．平成１６年における被災者生活再建支援制度改正の概要

★の部分が法律事項制度拡充の内容

＜改正前＞ ＜改正後＞

隣接する市町村は自然災害により市町村内全壊 対象市町村に
１０世帯以上等の場合に適用 で対象全壊５世帯以上

全壊（全部解体）世帯を対象 （補修等の場合）大規模半壊世帯
も支援対象

大規模半壊を「全壊に準ずる程度」★
の被災と位置づけ

従来の支援に加え居住関係経費（※）
を対象とする居住安定支援制度創設

生活再建支援金
(支給上限額）

再建又は新築等 ２００万円最高１００万円支給
（全壊）
補修 １００万円・一定の年収、年齢要件
（大規模半壊）・家財道具調達費等を支援
賃貸入居 ５０万円対象

※建て替え、補修に係る解体撤去・整地費
及び借入金関係経費、家賃等、諸経費

・長期避難世帯については、避難解除後
必要となる移転費等最大 万円を支援70

（ 万円の支給上限の範囲内）300

支給限度額を３００万円に引き上げ★

【財源】

●都道府県が拠出する基金
★都道府県が拠出する基金を取り崩し（３００億円）の運用益
可能とする

（拠出に係る地方債の特例も規定）
●国費１／２
（毎年１億円計上） （平成１６年度 ３００億円追加拠出）

平成１６年度以降 国費３億円計上



２．平成１６年法改正以後に実施した運用の改善等

○ 水害による住宅の被害認定に関する弾力運用（１６年１０月）

水害による住宅の被害認定について弾力運用を図ることとし、都道府県に通知。

（弾力的運用の内容）

・吸水性のある床材、壁材、断熱材などの建材が浸水した場合、これらは損傷し

たものとして取り扱う

・一度浸水してしまった浴槽、台所の流し台などの水廻り設備は機能を失い、損

傷したものとして取り扱う

・台風災害では、浸水被害と強風による被害を併せて認定する

○ 支援金の手続きにおける領収書の提出の廃止（１６年１１月）

被災者の事務負担を軽減するため、支援金の手続きにおいて領収書の提出を廃止

することとし、都道府県に通知。

○ 政令改正等による運用改善（１７年６月）

・物品購入などの生活関連経費（最大１００万円）に設定されていた品目区分毎の

限度額を撤廃し、使い勝手を向上。

・概算払い（前払い）の限度額を支援金の限度額と同額（最大３００万円（改正前

：最大１８５万円 ）まで拡大。）



被災者生活再建支援制度の経緯

H7.9 防災問題懇談会（内閣総理大臣設置）提言
「全国地方公共団体が毎年度一定の額を拠出して積み立てておき、被
災地の支援を行う基金の検討必要 」。

H7.10 兵庫県 「住宅再建に関する共済制度」提案、
【住宅所有者が掛金（固定資産税同時徴収 、全壊1,700万円】）

H8.7 「自然災害に対する国民的保障制度を求める国民会議」設立
（代表世話人：山岸章、貝原俊民、笹山幸俊、亀井正夫、芦田甚之助
等）

H8.12 与党ＰＴが阪神・淡路大震災被災者への生活再建支援金の給付等を決定
（基金を3,000億円積み増し、交付税措置）

H9.5 新進、民主、太陽党「阪神・淡路大震災の被災者に対する支援に関する
法律案」を衆院提出、審議未了廃案

H9.5 田英夫議員等（個人参加の超党派 「災害弔慰金の支給等に関する法律）
の一部を改正する法律案」を参院提出、継続審議

H9.7 全国知事会が災害相互支援基金の創設に関し決議
（100万円の給付型事業、国及び都道府県で3,000億円の基金創設等）

H9.12 新進、民主、太陽党「阪神・淡路大震災の被災者に対する支援に関する
法律案」を参院提出、継続審議

H10.4 「被災者生活再建支援法案」を参院に提出（自民、社民、さきがけ、民
主、公明、自由党の６党共同提案）

H10.5 被災者生活再建支援法成立（自、さ、民、公、由、社民共同提案）

【附則】 住宅が全半壊した世帯に対する住宅再建支援のあり方について総合
的な見地から検討

【附帯決議】法施行後５年を目途として総合的な検討を加え、必要な措置を講
ずる



H11.4 都道府県から被災者生活再建支援基金に対して300億円の資金拠出
支援金支給制度開始

H12.10 鳥取県西部地震 県が住宅建設300万円、補修150万円支給

H12.12 国土庁「被災者住宅再建支援検討委員会」(委員長：廣井東大教授)報告

大規模災害時の住宅再建の支援は、対象となる行為そのものに公共の利益が
認められること、あるいはその状況を放置することにより社会の安定の維持に

著しい支障を生じるなどの公益が明確に認められるため、その限りにおいて公
的支援を行うことが妥当である。

「 」（ 、 、 、 ）H14.6 自然災害から国民を守る国会議員の会 原田 相沢 谷 滝議員等
全額公費による「被災者住宅再建支援法骨子案」
【全壊750万円支給 ⇒H15.7の案では500万円とする】

H14.7 中央防災会議報告「防災体制の強化に対する提言」(専門調査会)

、 、 、行政としては 住宅の所有・非所有に関わらず 真に支援が必要な者に対し
住宅の再建・補修、賃貸住宅への入居等に係る負担軽減などを含めた総合的な

居住確保を支援していくことが重要。国は、現行の支援に加えて、安定した居
住の確保のための支援策を講じるべきである。

H15.7 全国知事会議「自然災害被災者支援制度の創設等に関する緊急決議」

H15.10 全国知事会議「住宅再建支援制度の創設に伴う運営資金の拠出に関する
」【 、 】申し合わせ 300億円を新たに拠出 全壊・再建世帯に200万円支給等

H16.3 居住安定支援制度創設等の制度拡充を内容とする「被災者生活再建支援
法の一部を改正する法律」成立、公布

（衆議院災害対策特別委員会附帯決議）

、 、居住安定支援制度等の充実を図るため 本法の施行後四年を目途として
制度の施行状況等を勘案し、制度の見直しを行うなどの総合的な検討を加

えること。
（参議院災害対策特別委員会附帯決議）

、 、居住安定支援制度等の充実を図るため 本法の施行後四年を目途として
制度の施行状況等を勘案し、制度の見直しを行うなどの総合的な検討を加

えること。
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